
教科情報での学びを探究で応用させるには
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情報

情報

情報
情報

情報

様々な情報を収集

分析・整理・融合

効果的に表現

モデル化とシミュレーション
プログラミング

情報 １次資料/２次資料

ブレスト・KJ法
マインドマップ
OODAサイクル

課題解決
新しい価値プレゼン

ポスター
論文
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はじめての「課題研究」

情報Ⅰ
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基礎
探究×

３単位構成で授業（高１）
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身の回りの問題・疑問についてブレスト
4
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取り組むキーワードについて意見をもらう
5

言語化＋外化

フィードバック＋内化
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QFTシートに問いを整理し情報を集める
7

問いを疑問文で書
き出す

「～～～～か」
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先行研究を調査する
8

問について先行研究を進めてい
る研究者やその成果を探して、
分かったことはマンダラートに記入
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調べた先行研究を図解化
9
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既知の領域
ネットや本で調べ
られること
＝誰かが答えを
みつけている

未知の領域
誰も明確な答えをみつけてい
ない部分

ここがどれだけできたかで
探究の質（深さ）が決まる
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統計データを分析する
11

e-Stat

生活定点

とどラン
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独自アンケート調査

＜メリット・デメリット＞

統計データは基本的に人の行動をデータ化したものだが、
アンケートでは人の考え方や統計データとして存在しな
いような行動を調査することができる

考え方と行動を結びつけることができるので、なぜその行
動を取るのかという理由を直接聞くことができる。

ただし統計ほど広範囲に全国的な情報を集められない。
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“尺度”とは・・・

Ｑ．カレーは好きですか？
好き ・ やや好き ・ 普通 ・ あまり好きではない ・ 嫌い

13

毎日食べる スパイスを調合し
てカレーを作る

週１でカレー屋
めぐりをする

人によって「好き」と判断する
基準は様々

個々の主観にもとづくバラバラの尺度で答えることになる
→尺度を回答者側に委ねてしまっている設問
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尺度によって情報量が異なる

名義尺度 順序尺度 間隔尺度 比例尺度

14

量的データ質的データ

①それぞれが異なるデータ
であることを表す

①それぞれが異なるデータ
であることを表す

②値の大小に意味があり
データに順序がある

①それぞれが異なるデータ
であることを表す

②値の大小に意味があり
データに順序がある

③値と値の間隔にも意味
がある（相対的な）

①それぞれが異なるデータ
であることを表す

②値の大小に意味がありデ
ータに順序がある

③値と値の間隔にも意味
がある（絶対的な）

④値と値の比にも意味があ
る（AはBの2倍etc）
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学校PCに
スライドを表示

プレゼンター

個人端末で録画

ルーブリックに従って
聴き手はフィードバック

言語化＋外化

フィードバック＋内化
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Excelで相互評価
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情報Ⅱ（文系選択）での展開
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主に京都産業大学の「経済・経営・現代社会・文化学部」
に内部進学をする生徒対象とする選択科目

※理系の生徒は別のカリキュラムを展開



情報Ⅱは指導要領では…

「情報Ⅰ」において培った基礎の上に，問題の発
見・解決に向けて，情報システムや多様なデータ
を適切かつ効果的に活用する力やコンテンツを創
造する力を育む選択科目

要件定義、設計、実装、運用、評価

18
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情報システムについての知識は必要
ただし実際に実習として構築するはハードルが高い（文系）



本校入学時のプログラミング経験
19
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とても得意だ

まあまあ得意だ

あまり得意ではない

全く得意ではな
い

中学での経験なし

31.3%

48.1%

経験
79.4％

2024年度京産大附属高校入学生

さらに53.4％がプログラミングの授業に
「不安に感じている」と回答



２つのプログラミングの在り方

問題解決(探究)におけるプログラミングの活用方
法には大きく２つ考えられる

20
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データロガー
問題の分析や解決方法の効果の検

証を行う際のデータ収集

新たな解決手段
問題を解決するためのアプリや装置、

情報システムなどを考案する

授業をしていてプログラミングそのもの
はさておきアイディアを新たな生み出
すことに大変さを感じる



ニーズはどこにあるか
21
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問題解決に有用なデータサイエンス

統計データ
政府統計・公的
統計などのオープ
ンデータを用いた

分析

アンケートデータ
自身が行ったアン

ケートで収集したデ
ータを分析

実験による実
測・観察データ
人間が操作して
測定・記録を行っ
たデータを分析

ロギングデータ
データロガーによっ
て自動的に収集
されたデータを分

析



①より客観的で有用な情報
22
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名義尺度 順序尺度 間隔尺度 比例尺度

量的データ質的データ

①それぞれが異なるデータ
であることを表す

①それぞれが異なるデータ
であることを表す

②値の大小に意味があり
データに順序がある

①それぞれが異なるデータ
であることを表す

②値の大小に意味があり
データに順序がある

③値と値の間隔にも意味
がある（相対的な）

①それぞれが異なるデータ
であることを表す

②値の大小に意味がありデ
ータに順序がある

③値と値の間隔にも意味
がある（絶対的な）

④値と値の比にも意味があ
る（AはBの2倍etc）

情報量

少
情報量

多

アンケート調査で
得られるデータの多く



②人間が測れないデータ

• 1秒間隔で計測

• 24時間あるいはそれ以上計測し続けること

• 動作中の変化 走っている最中のXYZ軸それぞ
れの加速度や体温の変化など

23
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Society5.0時代のデータそのもの

実社会で今必要とされているデータそのものを自分た
ちで収集することが可能

継続的に計測することでオリジナルのビッグデータとして、
さらに価値のあるものになる

近年、実測値による検証は、人文科学の分野でも積
極的に用いられている（史料における出現数や画像解
析のみならず検証実験による検証も有用）

24
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社会科学・人文科学との親和性

本校の情報Ⅱ（文系選択）受講生徒のニーズ
（経済学部・経営学部・現代社会学部・現代社
会学部健康スポーツ学科・文化学部観光文化コ
ース）との親和性の高さ

25
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事例１）登下校時の昇降口の混雑問題
26
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図１）昇降口の通行人数の推移（生徒調査）

micro:bitと赤外線セン
サーを用いて1週間計測
し平均値をグラフ化し、ピ
ークのタイミングを特定した
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図２）登校した人数の割合を可視化（生徒調査）

また、全校生徒数に対し
て50%もの生徒が8:15
～8:35の20分間に集
中して登校していることも
判明
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図３）JRの到着時間との関係（生徒調査）

最寄り駅（JRおよび阪
急）の列車の到着時
刻と重ね合わせることで、
JRの特定の列車に多く
の生徒が乗車している
ことが判明し、アンケー
ト調査とは違った観点
から原因を考察すること
が可能になった



事例２）教室の座席による気温の違い
29
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図４）測定したデータをもとに算出した不快指数（生徒調査）

micro:bitと温度センサ
ーを用いて1週間計測し
たデータをもとに不快指
数を割り出した。
各座席の生徒へのアンケ
ート結果や、特定の被
験者に各座席で1日過
ごしてもらう検証結果と
突き合わせて、座席によ
る寒暖差を可視化



事例3）服の素材による違い
30
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図５）100m走った時の変化（カッターシャツ）

100mジョギング

風による
湿度低下

走後

なかなか回復しない

肌着とカッターシャツの間
に温湿度センサーを入れ
て、走った際の発熱と受
ける風によってその空間の
温湿度がどう変化するか
を測る
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図６）100m走った時の変化（カッターシャツ＋セーター）

風による
湿度低下

100mジョギング 走後

湿度回復
セーターを着るとまず気
温が＋2℃、湿度が
+13%上昇することが
分かった。
デザインばかりに目が行
きがちだが衣類の素材
による違いに着目して
衣類を選ぶことの重要
性を生徒達は語ってい
た。



事例4）バスケのシュートの動作分析
32
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micro:bitを右腕につけて
加速度センサーでシュート
時の動きを可視化する。
理想的なシュートのデータ
が明確になれば、正しいフ
ォームを練習する際のサポ
ートが可能になる。
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スポーツサイエンスの分野で加速度センサーは結構使えるかも
・音楽を聴きながらウォーキングをするか否かでの運動量の違いを分析
・空手の突きの精度を上げる方法の検証
・陸上で上半身をブレさせずに走るトレーニング
※ただし足首やラケットに装着をするなどすると頭打ちでエラー値となる

ので注意

パルスオキシメーター（脈拍数・血中酸素濃度）、血圧計、球速計、
光電管タイム測定器などとの併用も効果絶大
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問題解決に有用なフレームワークそのもの

統計データ
政府統計・公的
統計などのオープ
ンデータを用いた

分析

アンケートデータ
自身が行ったアン

ケートで収集したデ
ータを分析

実験による実
測・観察データ
人間が操作して
測定・記録を行っ
たデータを分析

ロギングデータ
データロガーによっ
て自動的に収集
されたデータを分

析

ロギングデータを探究で活用できるようになると、総合的な探究の時間で
の取り組みもグッと科学的な根拠に基づくものに深化する可能性がある

探究を科学的に掘り下げる手段
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＜過去の全高情研での実践報告＞

• 2019年（和歌山大会）「情報活用能力を鍛えるプロジェクト型授業」

• 2021年（大阪大会）「情報Ⅰ×探究の実践：データ分析から問を生み出す」

• 2023年（東京大会）「尺度という概念を手に入れることで各単元の学びを一段階深めることができる」

• 2024年（愛知大会） 「情報Ⅱ（文系選択）で取り組む問題解決」

＜過去の日本情報科教育学会での実践報告＞

• 2024年「科学的に探究を深めるためのアカデミックスキルとしての情報Ⅰ」

• 2025年「情報Ⅰの学びをベースに発展させる探究の可能性」

＜授業実践について取り上げて頂いた記事・論文・報告書など＞

• 数研出版 i-Net第56号(2020.05) 森本岳「問題解決を軸に展開するイノベーション教育としての情報」，p4-7

• 数研出版 i-Net第61号(2024.11) 森本岳「情報Ⅰにおける問題解決の手段としてのデータサイエンス」，p4-5

• 理数教育研究所 Rimse第40号(2024.06) 森本岳「「尺度」という概念がもたらす対話の質的向上と探究」，p7-11

• 森本 岳 (2023.04) 「情報Ⅰで学ぶ問題解決をベースに展開する協働で探究力を育てるプログラムの開発」

• 松下佳代（2025.03）内閣府SIP第3期 京都大学大学院教育学研究科 真正で探究的な学びを実現する教育コンテ
ンツと評価手法の開発「「探究的な学習」のカリキュラム・指導・評価に 関する調査報告書（国内編）」，p139-148

情報Ⅰがスタートする3年前から検証
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情報と探究の接点
36

文献調査（信憑性・信頼性） 知的財産権（引用・クリエイティブコモンズ）

論理的構成法（PREP） スライドやポスターデザイン

問題解決に情報デザインの考え方を活用する

アンケート調査・分析統計データの分析

実験データの分析検証時のデータ測定

情報社会の問題解決

コミュニケーションと
情報デザイン

情報通信ネットワークと
データの活用

（データサイエンス）

コンピュータと
プログラミング 問題解決のためのアプリ・仕組みの考案

図解表現

画像・音声・動画の加工様々なファイルの取り扱い

プレゼンテーション

問題解決のプロセス発想法・情報整理現代社会の構造や問題への造詣

プログラミングを活用したデータ分析

尺度水準

ロギングデータの活用
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※本日ご紹介した文系での実践

※理系情報Ⅱ、探究でさらに展開

日常的なネットワークの利用・データ転送
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2. 文部科学省教育課程部会 教育課程企画特別部会(第6回)配布資料 2025.07.04

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/101/siryo/mext_00006.html

1. かわいいフリー素材集いらすとや https://www.irasutoya.com/ 2024.03.01
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